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令和５年度の降雪・道路除雪状況について 
道 路 課 

   

１ 降雪の状況 

 ・１２月下旬に北秋田市で１２月の観測史上最大となる日降

雪量４７ｃｍを記録したほか、男鹿市や秋田市でも、過去

５か年平均を大幅に上回る降雪を記録 
 ・１月以降は、内陸の山間部で過去５か年平均並の降雪とな

っているものの、全県的に少雪傾向となり、２月末時点の

全県平均累積降雪量は過去５か年平均の８割程度 
 
   ○県内の降雪状況（２月末時点） 

観測地点 累積降雪量 過去５か年

平均比 
県平均   ４５２ｃｍ ０．８倍 

十和田南   ２２７ｃｍ ０．６倍 
鷹 巣   ２５２ｃｍ ０．６倍 
比立内   ７４８ｃｍ ０．９倍 
能 代   １５８ｃｍ ０．８倍 
船 川   ２３０ｃｍ １．０倍 
秋 田   １５５ｃｍ ０．６倍 
本 荘   １７１ｃｍ ０．６倍 
大 曲   ３７６ｃｍ ０．７倍 
玉 川 １，１９２ｃｍ １．０倍 
横 手   ３８４ｃｍ ０．６倍 
湯 沢   ３４０ｃｍ ０．５倍 

 
 

 

２ 道路除雪費の執行見込額 

当初予算の５９．０億円に対し、２月２０日までの執行実

績（約４２億円）と過年度の実績を基に今後の執行見込みを

推計すると、総額で約５０．０億円の見込み 
 

３ 少雪時における道路除雪費の保証制度について 

 ・令和元年度の少雪を受けて、持続的な道路除雪体制を確保・

維持するため、令和２年１２月に、「少雪時における除雪機

械管理費支払制度」を創設 
 ・今冬は、制度の適用条件を満たすと判断され、創設以来初の

適用となる見込み 
  
４ 制度の適用条件 

 ・次に掲げる条件１に該当する場合であって、かつ条件２に

該当する委託業務に適用し、２月末時点の状況で判断 

 【条件１】気象に関する条件 

  全県平均累積降雪量が過去３０か年の平均値の８５％以下 

  ⇒ 該当 

【条件２】稼働状況に関する条件 

  各ＪＶの委託業務の精算見込額が過去５か年の平均精算額 
の７０％以下 ⇒ 現在、委託業者毎に該当するか精査中 

 
５ 制度の内容 

 ・稼働実績にかかわらず除雪機械の管理費を一定額支払い 

 ・管理費とは、保険料、税金、格納保管等経費であり、年間

７５日分を計上 
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県営住宅の入居要件緩和について 
建 築 住 宅 課  

 

１ 概要 

県営住宅のストックの有効活用を図るとともに、社会情勢の変化に対応するため、若年者を含む単身世帯の入居が 

可能となるよう入居要件を緩和 

 

２ 主な入居要件 ３ 対象戸数（2443 戸)    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 開始時期    令和６年４月募集から 
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